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Abstract
There have been many articles concerning stratigraphic studies of the Paleogene in the Amakusa Islands from the 

Taisho Era to present. In general, Paleogene stratigraphy in the area is understood to be the Miroku Group which 
composed of the Akasaki and Shiratake Formations, the Hondo Group which composed of the Kyoragi and Toishi 
Formations, and the Sakasegawa Group which composed of the Itchoda and Sakasegawa Formations. Based on a 
concept of the sedimentary system from terrestrial to marine, we should be understood that the Paleogene stratigraphy in 
the area is the Miroku Group which composed of the Akasaki, Shiratake and Kyoragi Formations and the Hondo Group 
which composed of the Toishi, Itchoda and Sakasegawa Formations.
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はじめに

天草諸島の地質学的研究は，鈴木（1890）や山

下（1895-1896），矢部（1900），Yabe（1901-1902），

金原（1904）などに始まり，その後，長尾（1922a,b）

による層序学的研究およびそれ以降の多くの研究

者によって，白亜系および古第三系の実態が明ら

かにされてきた．近年では大塚（2011）が天草諸

島の白亜系姫浦層群および古第三系の層序に関す

る研究を行っている（Table 1）．さらに宮田（2022）

は下島の赤崎相当層とされていた層準について議

論し，赤崎層と白岳層の定義を明確に論じている .

現在，天草諸島の古第三系は弥勒（彌勒）層群・

本渡層群・坂瀬川層群として認識されることが多

い（表 1）. しかし，地層の認識において , 堆積域

の環境変遷や堆積システムの概念を考慮すると，

天草の古第三系の地層群の把握には検討されるべ

きものがあると考えられることから，筆者らが現

在の時点でもっとも適切と考える地層区分につい

て論述し，天草諸島に分布する古第三系のより明

確な把握に資することを試みる．なお本文ではこ

れ以降，天草諸島は天草，天草上島を上島，天草

下島を下島と表記する．

天草の古第三系層序の認識

1）天草の「層」「層群」の把握について

長尾（1922a,b）は天草の地質略報（一）（二）に

おいて，天草の基底をなす変成岩類より上を構成

する地層について下位から上位へ姫浦層群・彌勒

層群・本渡層群・坂瀬川層群と表記している．こ

の中で，彌勒層群については，「上島教良木河内村



表 1　天草諸島の層序
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字内野河内の北方に聳える彌勒嶽即ち太郎丸嶽及

び次郎丸嶽の中腹以上を占め西方倉江川畔に至る

まで発達」する地層群で「上島北端より起こり南

端大道村赤崎の地に達す」としている．岩相とし

ては「下部に礫岩層を伴う赤色の頁岩層および砂

岩と頁岩の互層よりなるものがあり，この上には

著しく白色の砂岩があって，さらに上部には頁岩

を主とする地層がある」（著者らによる現代語化）

として，下位から上位へ赤崎層，白嶽砂岩，教良

木層に区分した．また，本渡層群は深海砂岩，櫨

宇土層，砥石層に区分，坂瀬川層群は一町田砂岩，

坂瀬川頁岩に区分した．ところが，長尾（1926a, b, c, 

d）では，彌勒層群を赤崎層，白嶽砂岩，本渡層群

を教良木層，砥石層，坂瀬川層群を一町田砂岩と

坂瀬川頁岩に区分している．すなわち，長尾は「教

良木層」を当初の彌勒層群から本渡層群に移して

いる．長尾（1926a, b, c, d）の区分の根拠については，

長尾（1923）に示されている．すなわち，下島の

本渡層群深海砂岩は上島の彌勒層群の赤崎層およ

び白嶽砂岩に相当すると考え，下島の本渡層群櫨

宇土層は上島の教良木層に対比できることが明ら

かになったとして，彌勒層群を赤崎層と白嶽砂岩
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とし，下島におけるこれまでの本渡層群櫨宇土層

を教良木層と改称したことで，上島の教良木層も

本渡層群に所属させたのであった．

ところで，陸域から海域への一連の堆積作用に

よる地層の累重が生じている場合，堆積環境の変

化に基づいて堆積システムの概念が意識される．

陸域→浅海域→深海域での堆積を一つの堆積シス

テムと考えると，天草の古第三系は，長尾（1923, 

1926a, b）の赤崎層（陸域）→白嶽砂岩（浅海域）

→教良木層（深海域）で一つの堆積シルテムと捉

えられ，さらに砥石層（陸域・浅海域）→一町田

砂岩（浅海域）→坂瀬川頁岩（深海域）でもう一

つの堆積システムを示していると捉えることがで

きる．その意味では長尾（1922a）が示した彌勒層

群（赤崎層・白嶽砂岩・教良木層）の把握は長尾

（1923, 1926a, b）の彌勒層群（赤崎層・白嶽砂岩）

よりも堆積システムの概念をよりよく捉えている．

すなわち，堆積システムを考慮すると，長尾（1922a）

で示されたように彌勒層群は赤崎層，白嶽砂岩，

教良木層とするのが層群としての枠組にかなって

いると言える．この考えに従えば ,上記した砥石層 ,

一町田砂岩 , 坂瀬川頁岩によって一つの堆積シス

テムを示していると捉えられ , 長尾（1926）が下

島で本渡層群のうちの砥石層 , 坂瀬川層群の一町

田砂岩、坂瀬川頁岩としたものは , 砥石層 , 一町田

砂岩 , 坂瀬川頁岩からなる一連の堆積システムと

しての一つの層群，すなわち砥石層に一町田砂岩，

坂瀬川頁岩を組み入れ，本渡層群として纏めるこ

とができる．

2）「層」「層群」の名称について

長尾（1922a, 1923, 1926c）では本渡層群の中に「砥

石層」が表記されている．これは長尾が金原（1904）

の「砥石帯」に基づいて「砥石層」と命名したこ

とによる．すなわち，金原（1904）の「砥石帯」は「概

ね細粒状及至中粒状の石英および長石砂より成り，

白色堅緻にして此地方に所謂砥石たるにあり」と

表現されていて，用途に基づいたものであるが，

それを長尾は地層名「砥石層」としたのであった．

ところで，日本地質学会が示した『地層命名の

指針 1952 年 2 月 18 日制定（2000 年 4 月 1 日改訂）』

では，『「層」「亜層群」「層群」「超層群」の名称は

「地名＋単元名」とする』および「命名に使用す

る地名は，模式地の名称に由来し，国土地理院発

行 5 万分の 1 または 2 万 5 千分の 1 地形図に明記

されている地名や自然地形（山，河川など）名を

使って命名することを基本とする」と記されてい

る．これに従えば，「砥石」は地名ではなく用途を

示す表記であることから，地層名としては適切で

ないことになる．しかし , 地層名については長年

慣用的に定着して使われている名称は，不要な混

乱を避けるために使用することができることから ,

ここでは砥石層の名称を踏襲して使用することに

する．ただし , これまで砥石層としての模式地は

指定されていなかったことから , 本論では砥石層

の実態をより明確に把握できるよう，砥石層がもっ

とも良く分布・露出している天草市新和町大宮地

において砥石層における岩相を次項で記述してい

る．

砥石層と坂瀬川層の間に位置し , これまで「一

町田砂岩」，「一町田砂岩層」や「一町田層」と記

述されていた地層は , 化石を含む重要性や海緑石

を特徴とすることなどから，天草の古第三系の鍵

層としての役割の大きさが認められていた．ただ

し , その厚さはほぼ 10 m 程度で , 天草諸島の他の

地層の厚さからみるとかなり薄い．本論で注視す

る陸域・浅海域から深海域への堆積システムを基

にして地層区分を見直すと , この層は次にくる坂

瀬川層の先駆的要素を持つものと理解されるが，

本論では地層命名指針に基づき，これまでの慣用

的な名称で，地層命名の指針にある「地名＋単元名」

により「一町田層」を使用する．

したがって天草の古第三系の名称は、地層命名

の指針に従い，弥勒層群（以下，本論では「彌勒」

を「弥勒」と表記する）は赤崎層・白岳層・教良木層，

本渡層群は砥石層・一町田層・坂瀬川層であるこ

とを提唱する．

3）下島の弥勒層群について

弥勒層群については上島における赤崎層と白岳

層の境界について田代（2004）は漸移層と呼んで

いるなど，必ずしも明確な把握はされていなかっ

た．下島においては田代・大塚（1978）がそれぞ

れ‘赤崎相当層’と‘白岳砂岩相当層’として識

別している．最近宮田（2022）はこれまでの研究

者による赤崎層，白岳層に関する論述を詳しく検
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れ‘赤崎相当層’と‘白岳砂岩相当層’として識

別している．最近宮田（2022）はこれまでの研究

者による赤崎層，白岳層に関する論述を詳しく検
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証し，軟体動物化石の産状，ナンノ化石の生層序

および放射年代値を基に，結論として赤崎層は陸

成層で汽水〜浅海の化石を産しないもの，白岳層

は汽水〜浅海の化石を含むものとした．その結果，

下島において赤色泥質な赤崎層に似た色調をもっ

ていても，この定義に当てはまらないことから下

島には赤崎層はなく，白岳層に属することが述べ

られている．地層の定義についての考え方の基本

は命名者の記載による岩相の特徴に基づくとすれ

ば，長尾（1922a）の赤崎層に相当する記載「下部

に礫岩層を伴う赤色の頁岩層および砂岩と頁岩の

互層よりなるものがあり」（著者らによる現代語化）

によれば下島における赤崎層相当の岩相は厚さが

きわめて薄いものであっても，長尾（1922a）の定

義に当たるとみることができる．しかし，田代ほ

か（1980）による下島における赤崎相当層の年代

や宮田（2022）による古生物学的および年代値の

議論に基づき，本論では下島における赤崎層類似

の岩相を有する層準は白岳層に当たるとし，田代・

大塚（1978）の赤崎相当層および白岳砂岩相当層

を白岳層として位置付ける．なお，この判断には

「層」の定義がこれまでの岩相の記述に加えて，化

石や年代値の情報の結果に基づくことになってい

ることを示している．

新たな認識に基づく天草における古第三系

ここで示された認識に基づいてこれまでの研究

者による記載を整理し，各層の模式地，定義，分布，

層序関係，岩相と層厚，年代，産出化石について

記述する．この中には筆者らの観察に基づく補足

的記述が含まれる．図 1 に天草諸島の古第三系の

分布を表示し，図 2 は天草の古第三系の露頭状況

を例示している．

1. 赤崎層 Akasaki Formation

模式地：熊本県上天草市龍ヶ岳町赤崎．

定義：長尾（1922a, 1926a）の赤崎層，長尾（1926b）

の赤崎層，松下（1949a, b）の赤崎層，田代（1992）

および大塚（2011）の赤崎層．

分布：熊本県宇土半島赤瀬付近から南方へ，維和島，

松島町の瀬島・前島周辺，上島東岸，横浦島西岸，

牧島，御所浦町竹島，葛島，鹿児島県獅子島まで

分布する（図 1）．

層序関係：下位の上部白亜系姫浦層群を不整合関

係で覆う（図 2-1）．天草の東部の姫浦層群と赤崎

層との累重関係については嶋村・塚脇（1997）お

よび川路（2000, 2001）に，また，宇土半島から下

島の層序関係については大塚（2011）に詳しく記

載されている．宮田（2022）により下島について

は詳細な検討があり，赤崎相当層は年代値と化石

の産状から白岳層であるとの結論が示された． 

岩相と層厚：模式地を含む上島東岸地域は，赤紫

色の泥岩および同様の泥質物をマトリックスとす

る礫岩が卓越する．礫は亜角礫の片岩類や石英，

チャートなどで構成される．礫層は数 m であり，

側方変化に富む．次郎丸嶽登山道の標高 200 m 付

近ではコンクリ―ションを伴う青紫色の泥岩が露

出する．層厚は約 50 m．宇土半島で層厚がもっと

も厚く，南部ほど薄くなる．赤崎層は宇土半島か

ら上島にかけて陸成層として発達する． 

年代：Miyake et al.（2016）は，松島町の前島にみ

られる赤崎層上部の凝灰岩層から得られたジルコ

ンの U-Pb 年代が前期始新世後期であるとし，Miki 

and Matsueda（1985）による天草地域の古地磁気層

序における同じ凝灰岩層が C22n に相当することを

示した上で，これらの年代に整合性があることを

報告している．これらのことから赤崎層の年代は，

前期始新世後期〜中期始新世初期であると考える．

産出化石：宇土半島および上島東海岸地域におい

て哺乳類（Miyata et al., 2011），カメ類などの脊椎

動物化石が産出する． 

2. 白岳層 Shiratake Formation

模式地：熊本県上天草市姫戸町白嶽（図 2-3）．

定義：長尾（1922a,1926a）の白嶽砂岩および深海

砂岩下部・深海砂岩上部，松下（1949a,b）の白岳

層および福連木層，波多江（1959a,b, 1960）の明石

岬層，田代・大塚（1979）の赤崎相当層・白岳砂

岩相当層，田代（1992）の白岳砂岩層，大塚（2011）

の白岳層．松下（1949a,b）の赤崎層・深海層．

分布：熊本県宇土半島赤瀬付近から南方へ，松島

町の島々，上島東岸，横浦島西岸，牧島，御所浦

町竹島，葛島，下島，鹿児島県獅子島，諸浦島，

長島まで分布する（図 1）．

層序関係：下位の赤崎層を整合関係で覆う．宇土

半島および上島における最下部は，汽水域から海

生の貝類化石を伴う砂岩泥岩互層である．下島で
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図 1　天草諸島の古第三系の分布

熊本県天草諸島の古第三系再区分

は，植物片に富む泥岩を覆う優白色粗粒～細粒砂

岩，または厚層理の砂岩である． 

岩相と層厚：模式地を含む上島東岸地域は，優白

色粗粒砂岩が卓越する．砂岩の基底部の礫には石

英の円礫が含まれる．層厚数 m から十数 m の砂岩

が繰り返し重なる．知十地域では砂岩に石油臭を

伴うこともある．下島では，砂岩または砂岩優勢

の砂岩泥岩互層で，砂岩の肉眼的特徴だけでは他

の地層と区別しがたい（田代・大塚 , 1979）．上島

での層厚は 30 〜 120 m ＋．側方変化に富み，宇土

半島で厚く，天草松島周辺で薄くなり，上島の松

島町から姫戸町にかけて再度厚く発達しているが，

下島の牛深地域では数 m となって南部ほど薄くな

る． 

年代：田代ほか（1980）は，赤崎相当層とする下

島の明石岬の地層から得られた石灰質ナンノプラ

ンクトン化石の群集組成から年代を中期始新世と

している．また，相田ほか（1997a,b）は，その研

究結果が CP12a 〜 12b 帯に相当することから，始

新世初期と中期の境界の年代に当たることを述べ

ている．しかし，Okada（1992）は，同じ層準を福

連木層と考え，CP13a 帯を示す石灰質ナンノプラ

ンクトン化石を見出し，中期始新世初期としてい

る．

産出化石：宇土半島から上島では，最下部の砂岩

泥岩互層から，汽水域から海成の貝類化石および

貝形虫が産出する．また，厚い砂岩には，浅海生

の巻貝 Colpospira および底生有孔虫 Nummulites が

産出する．まれに砂岩に挟まれる層厚数十 cm の泥

質岩からカメ化石が産出する．下島では Colpospira 
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証し，軟体動物化石の産状，ナンノ化石の生層序

および放射年代値を基に，結論として赤崎層は陸

成層で汽水〜浅海の化石を産しないもの，白岳層

は汽水〜浅海の化石を含むものとした．その結果，

下島において赤色泥質な赤崎層に似た色調をもっ

ていても，この定義に当てはまらないことから下

島には赤崎層はなく，白岳層に属することが述べ

られている．地層の定義についての考え方の基本

は命名者の記載による岩相の特徴に基づくとすれ

ば，長尾（1922a）の赤崎層に相当する記載「下部

に礫岩層を伴う赤色の頁岩層および砂岩と頁岩の

互層よりなるものがあり」（著者らによる現代語化）
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の岩相を有する層準は白岳層に当たるとし，田代・

大塚（1978）の赤崎相当層および白岳砂岩相当層

を白岳層として位置付ける．なお，この判断には

「層」の定義がこれまでの岩相の記述に加えて，化

石や年代値の情報の結果に基づくことになってい

ることを示している．

新たな認識に基づく天草における古第三系

ここで示された認識に基づいてこれまでの研究

者による記載を整理し，各層の模式地，定義，分布，

層序関係，岩相と層厚，年代，産出化石について

記述する．この中には筆者らの観察に基づく補足

的記述が含まれる．図 1 に天草諸島の古第三系の

分布を表示し，図 2 は天草の古第三系の露頭状況

を例示している．

1. 赤崎層 Akasaki Formation

模式地：熊本県上天草市龍ヶ岳町赤崎．

定義：長尾（1922a, 1926a）の赤崎層，長尾（1926b）

の赤崎層，松下（1949a, b）の赤崎層，田代（1992）

および大塚（2011）の赤崎層．

分布：熊本県宇土半島赤瀬付近から南方へ，維和島，

松島町の瀬島・前島周辺，上島東岸，横浦島西岸，

牧島，御所浦町竹島，葛島，鹿児島県獅子島まで

分布する（図 1）．

層序関係：下位の上部白亜系姫浦層群を不整合関

係で覆う（図 2-1）．天草の東部の姫浦層群と赤崎

層との累重関係については嶋村・塚脇（1997）お

よび川路（2000, 2001）に，また，宇土半島から下

島の層序関係については大塚（2011）に詳しく記

載されている．宮田（2022）により下島について

は詳細な検討があり，赤崎相当層は年代値と化石

の産状から白岳層であるとの結論が示された． 

岩相と層厚：模式地を含む上島東岸地域は，赤紫

色の泥岩および同様の泥質物をマトリックスとす

る礫岩が卓越する．礫は亜角礫の片岩類や石英，

チャートなどで構成される．礫層は数 m であり，

側方変化に富む．次郎丸嶽登山道の標高 200 m 付

近ではコンクリ―ションを伴う青紫色の泥岩が露

出する．層厚は約 50 m．宇土半島で層厚がもっと

も厚く，南部ほど薄くなる．赤崎層は宇土半島か

ら上島にかけて陸成層として発達する． 

年代：Miyake et al.（2016）は，松島町の前島にみ

られる赤崎層上部の凝灰岩層から得られたジルコ

ンの U-Pb 年代が前期始新世後期であるとし，Miki 

and Matsueda（1985）による天草地域の古地磁気層

序における同じ凝灰岩層が C22n に相当することを

示した上で，これらの年代に整合性があることを

報告している．これらのことから赤崎層の年代は，

前期始新世後期〜中期始新世初期であると考える．

産出化石：宇土半島および上島東海岸地域におい

て哺乳類（Miyata et al., 2011），カメ類などの脊椎

動物化石が産出する． 

2. 白岳層 Shiratake Formation

模式地：熊本県上天草市姫戸町白嶽（図 2-3）．

定義：長尾（1922a,1926a）の白嶽砂岩および深海

砂岩下部・深海砂岩上部，松下（1949a,b）の白岳

層および福連木層，波多江（1959a,b, 1960）の明石

岬層，田代・大塚（1979）の赤崎相当層・白岳砂

岩相当層，田代（1992）の白岳砂岩層，大塚（2011）

の白岳層．松下（1949a,b）の赤崎層・深海層．

分布：熊本県宇土半島赤瀬付近から南方へ，松島

町の島々，上島東岸，横浦島西岸，牧島，御所浦

町竹島，葛島，下島，鹿児島県獅子島，諸浦島，

長島まで分布する（図 1）．

層序関係：下位の赤崎層を整合関係で覆う．宇土

半島および上島における最下部は，汽水域から海

生の貝類化石を伴う砂岩泥岩互層である．下島で
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図 1　天草諸島の古第三系の分布

熊本県天草諸島の古第三系再区分

は，植物片に富む泥岩を覆う優白色粗粒～細粒砂

岩，または厚層理の砂岩である． 

岩相と層厚：模式地を含む上島東岸地域は，優白

色粗粒砂岩が卓越する．砂岩の基底部の礫には石

英の円礫が含まれる．層厚数 m から十数 m の砂岩

が繰り返し重なる．知十地域では砂岩に石油臭を

伴うこともある．下島では，砂岩または砂岩優勢

の砂岩泥岩互層で，砂岩の肉眼的特徴だけでは他

の地層と区別しがたい（田代・大塚 , 1979）．上島

での層厚は 30 〜 120 m ＋．側方変化に富み，宇土

半島で厚く，天草松島周辺で薄くなり，上島の松

島町から姫戸町にかけて再度厚く発達しているが，

下島の牛深地域では数 m となって南部ほど薄くな

る． 

年代：田代ほか（1980）は，赤崎相当層とする下

島の明石岬の地層から得られた石灰質ナンノプラ

ンクトン化石の群集組成から年代を中期始新世と

している．また，相田ほか（1997a,b）は，その研

究結果が CP12a 〜 12b 帯に相当することから，始

新世初期と中期の境界の年代に当たることを述べ

ている．しかし，Okada（1992）は，同じ層準を福

連木層と考え，CP13a 帯を示す石灰質ナンノプラ

ンクトン化石を見出し，中期始新世初期としてい

る．

産出化石：宇土半島から上島では，最下部の砂岩

泥岩互層から，汽水域から海成の貝類化石および

貝形虫が産出する．また，厚い砂岩には，浅海生

の巻貝 Colpospira および底生有孔虫 Nummulites が

産出する．まれに砂岩に挟まれる層厚数十 cm の泥

質岩からカメ化石が産出する．下島では Colpospira 
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図 2　天草地域の古第三系

1. 横浦島に見られる白亜系姫浦層群と赤崎層の不整合露頭，2. 明石岬（久玉町明石の岬）に見られる白亜

系姫浦層群と白岳層の不整合露頭，3. 白嶽山頂に見られる白岳層，4. 天草松島の見当島に見られる教良木

層上部，5. 大宮地地区に見られる教良木層と砥石層の境界，6. 大宮地地区の神掛けの滝上流に見られる砥

石層と一町田層，7. 魚貫地区に見られる坂瀬川層．8. 坂瀬川地区に見られる坂瀬川層．
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および Nummulites が砂岩より産出する．獅子島で

はサメの歯化石が産出している．Colpospira およ

び Nummulites の化石層は白岳層を特徴付けるもの

で，特に下島では，これらの化石産出により白岳

層の分布が確認できる場合も多い．

3. 教良木層 Kyoragi Formation

模式地：熊本県上天草市松島町教良木．

定義：長尾（1922a, 1926b）の教良木層，松下

（1949a,b,1959）の棚底層・楠甫層・栖本層および

志岐山層，Miki（1972, 1975），高井・佐藤（1982）

および高井ほか（1982, 1997）の志岐山層 , 波多江

（1959a,b），田代・大塚（1979），田代（1992），大

塚（2011）の教良木層．

分布：熊本県宇土半島から南方へ，大矢野島，松

島町の島々（図 2-4），上島，牧島，御所浦町竹島，

黒島，下島，鹿児島県獅子島，伊唐島，諸浦島，

長島まで分布する（図 1）．

層序関係：下位の白岳層最上部の砂岩の上位に整

合に重なる砂岩泥岩互層を最下部とする． 

岩相と層厚：模式地を含む上島東岸地域では，最

下部に砂岩泥岩互層と層厚 3 〜 10 m の葉理の発達

する優白色砂岩を伴う．この層準は松下（1949a,b）

の棚底層および三木・鈴川（1980）の A 部層に当

たる．砂岩は白岳層の塊状の粗粒砂岩と比較して，

細粒で並行葉理が発達し，上下の層準が砂岩泥岩

互層へと漸移する点などで異なる．特に松島地域

では，このやや厚い砂岩を下位の白岳層に含めら

れることがある（岩崎 , 2008）．教良木層の大部分

は泥岩または頁岩，または泥質岩優勢の砂岩との

細互層で，層内褶曲がみられることが多い．教良

木層上部は，特に下島においては，砂岩の厚さが

厚くなり，砂岩に海緑石を伴うことがある（例えば，

下須島地域）．三木・鈴川（1980）では上島の有明

海に面した地域に，海緑石を伴う砂岩や厚層理の

砂岩の分布が見出され，坂瀬川層に対比されてい

るが，この岩相の特徴は下島の教良木層上部の岩

相に対比されるものと考える．下島では，“遠見山

化石帯”（波多江 , 1960）が広く追跡でき，最上部

の層準を知る手掛かりとなる．層厚は，層内褶曲

の発達する層準もあり，正確な層厚を推測するこ

とは難しいが，およそ 1200 m に及ぶ．

年代：Okada（1992）は，明石岬から得られた石灰

質ナンノプランクトン化石の群集組成から CP13a

帯とし，中期始新世初期としている．また，相田

ほか（1997a,b）も牧島から得られた放散虫化石の

群集組成から中期始新世初期としている．

産出化石：全域の泥岩または頁岩よりまれに二枚

貝が産出する（大塚 , 2011）．また，御所浦町牧島

の 黒色泥岩より放散虫（相田ほか ,1997a,b）が，

上島の有明海に面した地域で三木・鈴川（1980）

が坂瀬川層とした分布地域において底生有孔虫が

産出している．教良木層の最上部には，波多江

（1956, 1960）で遠見山化石層と名付けられた Ven-

ericardia (Venericardia) mandaica を優先種とする貝

類および単体サンゴの化石密集層がある．

4. 砥石層 Toishi Formation

砥石層は地名ではなく用途に基づいて命名され

ているが , これまでの慣用に基づいてそのまま砥

石層と称し，ここでは砥石層がもっとも良く分布・

露出していて，砥石層の下部から上部までを一連

のルートで観察できる天草市新和町大宮地におけ

る層相を記載する．

定 義： 金 原（1904） の 砥 石 帯， 長 尾（1922a, 

1926c）およびこれ以降の研究者の砥石層．

分布：上島の西南部および下島に露出する（図 1）．

層序関係：天草市新和町大宮地の浪床集落を流れ

る大宮地川の河床において，砥石層最下部の層状

砂岩が下位の教良木層最上部の泥岩優勢砂岩泥岩

互層を整合に累重する（図 2-5）．本地域の砥石層

は浪床集落から神掛けの滝へ登る道に沿って流れ

る沢に露出し，その最上部は神掛けの滝上流の開

けた平坦な地形の中程で , 上位の一町田層によっ

て整合に覆われる（図 2-6,2-7）．図 3 に砥石層の柱

状図を示す．

岩相と層厚：大宮地川の河床に露出する最下部は，

教良木層の泥質岩を優勢とする砂岩泥岩互層を整

合に覆う層厚 1 m の層状砂岩である．砥石層は，

大部分が砂岩優勢の砂岩泥岩互層で，その砂岩は

優白色の細粒～中粒で層理が発達しているが，大

宮地における沢沿いのルートでは，下部の岩相は

泥岩または泥質岩優勢の砂岩泥岩互層に，時折層

厚 1 m 前後の層状砂岩を挟む．上位へは次第に砂

岩の単層が厚くなり，層厚 15 m ほどで砂岩泥岩互

層を挟まない層状砂岩が卓越する．上部では，泥
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図 2　天草地域の古第三系
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石層と称し，ここでは砥石層がもっとも良く分布・
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のルートで観察できる天草市新和町大宮地におけ

る層相を記載する．

定 義： 金 原（1904） の 砥 石 帯， 長 尾（1922a, 

1926c）およびこれ以降の研究者の砥石層．

分布：上島の西南部および下島に露出する（図 1）．

層序関係：天草市新和町大宮地の浪床集落を流れ

る大宮地川の河床において，砥石層最下部の層状

砂岩が下位の教良木層最上部の泥岩優勢砂岩泥岩

互層を整合に累重する（図 2-5）．本地域の砥石層

は浪床集落から神掛けの滝へ登る道に沿って流れ

る沢に露出し，その最上部は神掛けの滝上流の開

けた平坦な地形の中程で , 上位の一町田層によっ

て整合に覆われる（図 2-6,2-7）．図 3 に砥石層の柱

状図を示す．

岩相と層厚：大宮地川の河床に露出する最下部は，

教良木層の泥質岩を優勢とする砂岩泥岩互層を整

合に覆う層厚 1 m の層状砂岩である．砥石層は，

大部分が砂岩優勢の砂岩泥岩互層で，その砂岩は

優白色の細粒～中粒で層理が発達しているが，大
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厚 1 m 前後の層状砂岩を挟む．上位へは次第に砂
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図 2　大宮地における砥石層の柱状図
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岩優勢の砂岩泥岩互層から層状の砂岩となり，厚

層理の塊状砂岩が重なる一連の堆積サイクルが 4

回くりかえすことが観察される．この沢では塊状

の砂岩を滝口とする顕著な滝が 3 箇所みられる．

最上部は，塊状の厚い砂岩を挟まない砂岩泥岩互

層となる．層厚はおよそ 110 m に及ぶ．

上島の下浦地域の砥石層細粒砂岩は石材として

利用されていた．また，下島西部の苓北町から天

草市牛深町では，砥石層上部の砂岩優勢砂岩泥岩

互層から石炭が産し ,“二尺層”および“四尺層”

と呼ばれる稼行炭層より「天草無煙炭」（伊木・細

川 , 1953）が採掘された．

産出化石：砂岩泥岩互層の泥岩にシジミ化石が産

出する．また，大宮地の厚層理砂岩に無数の生痕

化石 Ophiomorpha isp. がみられる．

5. 一町田層 Itchoda Formation

模式地：熊本県天草市河浦町一町田．

定義：長尾（1922b），波多江（1959a,b）および田

代（1992）の一町田砂岩層，長尾（1926d）の一町

田砂岩，松下（1949a,b），松下ほか（1959），Miki

（1972），三木・植松（1973），高井・佐藤（1982），

高井ほか（1997）および大塚（2011）の一町田層．

分布：一町田層は下島全域と上島西南部に分布す

る．

層厚：1.5 −約 10 m である．

層序関係：下位の砥石層と整合関係にある（図

2-6,2-7）．砥石層最上部は灰白色砂岩であるが，一

町田層は海緑石砂岩となっていて区別できる．か

つては砥石層に挟在する石炭（天草炭田）の探査

のための鍵層となっていた．上部では泥岩が卓越

し，砂岩中の海緑石の含有も次第に少なくなる．

本層の上位の坂瀬川層は泥岩や泥岩主体の砂岩泥

岩細互層からなり，挟在する砂岩には海緑石が含

まれないことから本層と区別できる．

産出化石：化石層が見られ，Crassatelites nipponen-

sis や Venericardia nipponica，Pholadomya sp. な ど

の二枚貝類が多く産出するほか，腹足類，腕足類

が産出する（高井・佐藤 , 1982; 高井ほか , 1997; 大

塚 , 2011）．

6. 坂瀬川層 Sakasegawa Formation 

模式地：熊本県天草郡苓北町坂瀬川（図 2-8）から

同県天草市五和町鬼池．

定義：長尾（1922b）の坂瀬川頁岩層，長尾（1926d）

の坂瀬川頁岩，波多江（1959a,b），田代（1992），

松下（1949a,b），松下ほか（1959），Miki（1972,1975），

三木・植松（1973），高井・佐藤（1982）および大

10 熊本県天草諸島の古第三系再区分

塚（2011）の坂瀬川層，高井・佐藤（1982）の魚貫層・

二江層・鬼池層，高井ほか（1997）の坂瀬川層・

二江層・鬼池層を坂瀬川層として位置づける． 

分布：天草地域においては，下島に広く分布し，

上島西南部にも分布する（図 1）．その他，島原半

島南部（南島原市）に局所的に分布する（浦田 , 

1959; 田島 , 2012）．

層厚：1200 − 1500 m ＋である．

層序関係：天草地域において坂瀬川層は下位の一

町田層と整合関係にある．海緑石に富む砂岩によ

り特徴づけられる一町田層の上位で，泥岩や泥岩

主体の砂岩泥岩細互層からなる部分，砂岩や砂岩

優勢の砂岩泥岩互層からなる部分，泥岩や砂岩泥

岩細互層よりなる部分へと順に変化している（高

井・佐藤 , 1982; 高井ほか , 1997; 大塚 , 2011）．上

位の新第三系〜第四系佐伊津層とは不整合関係に

ある．島原半島においては，下位の地層との関係

は確認できないが，坂瀬川層は上位の口之津層群

の基盤岩となっており，不整合関係にある（田島 , 

2012）．

年代：Okada（1992）によると石灰質ナンノプラン

クトン化石の群集組成から CP13 帯〜 CP15 帯とさ

れる . これは中期始新世から後期始新世に相応す

る .

化石：泥岩を主とする地層からは，二枚貝や腹足

類，腕足類，ウニ類，ウミユリ類，甲殻類，有孔

虫，石灰質ナンノプランクトンなどが報告されて

いる（Murata, 1960; Fukuta, 1962; 高井・佐藤 , 1982; 

Okada, 1992; 高井ほか , 1997; Fujiwara et al., 2005; 

安藤ほか , 2009; Ando et al., 2019; 大塚 , 2011）．また，

サメ類の歯（髙桒ほか , 2020）や骨が極めてまれ

に産出する．

天草古第三系「層群」の新たな認識

1）弥勒層群（Miroku Group）

長尾（1922a）では「彌勒嶽」は次郎丸嶽と太郎

丸嶽を意味する記述になっているが，国土地理院

発行の 5 万分の 1 および 2 万 5 千分の 1 地形図に

その地名は見られない．しかし，これまでの研究

者で慣用的に使われていることに基づき有効であ

る．「弥勒層群」は赤崎層・白岳層・教良木層から

なる．なお，「弥勒層群」には下島における松下

（1949a,b）の深海層・福連木層，波多江（1959a,b, 

1960）の明石岬層，さらに田代・大塚（1979），田

代・野田（1973），田代ほか（1980）の赤崎相当層

および白岳砂岩相当層を含む．これらは宮田（2022）

に基づき白岳層にあたることが明らかになった．

また，長尾（1922a）は「櫨宇土層」を認定し , 長

尾（1923）では「櫨宇土層］は上島の「教良木

層」と同じ可能性があることを示し , さらに長尾

（1926a）では「教良木層」と認定していることから，

同様の層序関係と岩相を呈する「志岐山層」（松下，

1949a,b; 高井・佐藤，1982; 高井ほか，1997）は「教

良木層」に相当すると見なされ，下島における「教

良木層」は弥勒層群に含められる．ここで下島に

おける筆者らによる弥勒層群について以下のよう

にその認識を示す．

これまでしばしば指摘されてきたように上島の

赤崎層，白岳層に対応する層相が，下島では明確

には認められず，そのため深海砂岩（長尾，1922a, 

1926b），深海層・福連木層（松下，1949a,b）など

の認識になっていた．例えば，上島の赤崎層を特

徴づける陸域の堆積物である赤色から青紫色泥岩

や礫を伴う連続性の乏しい砂岩および上島の白岳

層を特徴づける厚層理の砂岩が下島では極めて薄

いか殆ど見られないことなどで混乱が生じていた．

この層相の違いは，同時代における堆積環境が上

島と下島とでは異なっていたことに起因するもの

であって，これらの上位に重なる教良木層は上島

および下島で類似の岩相を呈している。宮田（2022）

の考察に基づき上島で赤崎層が形成されている時

期に下島では堆積はなく，上島の白岳層形成時に

下島での堆積が始まり．その後の教良木層堆積時

には両地域で共通の堆積環境となったことが推察

される．

2）本渡層群（Hondo Group）

本論での論述に基づき，弥勒層群が下位より赤

崎層，白岳層，教良木層からなることが提唱され

たことから，その上位に認定される堆積システム

を考慮して，砥石層，一町田層および坂瀬川層を

「本渡層群」として認識する．なお，砥石層，一町

田層および坂瀬川層は主として下島に分布するが，

上島では天草市志柿地域から下浦地域に砥石層の

分布が知られ，その一部は下浦石として利用され

てきた．三木・鈴川（1980）では有明町から志柿
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岩優勢の砂岩泥岩互層から層状の砂岩となり，厚

層理の塊状砂岩が重なる一連の堆積サイクルが 4

回くりかえすことが観察される．この沢では塊状

の砂岩を滝口とする顕著な滝が 3 箇所みられる．

最上部は，塊状の厚い砂岩を挟まない砂岩泥岩互

層となる．層厚はおよそ 110 m に及ぶ．

上島の下浦地域の砥石層細粒砂岩は石材として

利用されていた．また，下島西部の苓北町から天

草市牛深町では，砥石層上部の砂岩優勢砂岩泥岩

互層から石炭が産し ,“二尺層”および“四尺層”

と呼ばれる稼行炭層より「天草無煙炭」（伊木・細

川 , 1953）が採掘された．

産出化石：砂岩泥岩互層の泥岩にシジミ化石が産

出する．また，大宮地の厚層理砂岩に無数の生痕

化石 Ophiomorpha isp. がみられる．

5. 一町田層 Itchoda Formation

模式地：熊本県天草市河浦町一町田．

定義：長尾（1922b），波多江（1959a,b）および田

代（1992）の一町田砂岩層，長尾（1926d）の一町

田砂岩，松下（1949a,b），松下ほか（1959），Miki

（1972），三木・植松（1973），高井・佐藤（1982），

高井ほか（1997）および大塚（2011）の一町田層．

分布：一町田層は下島全域と上島西南部に分布す

る．

層厚：1.5 −約 10 m である．

層序関係：下位の砥石層と整合関係にある（図

2-6,2-7）．砥石層最上部は灰白色砂岩であるが，一

町田層は海緑石砂岩となっていて区別できる．か

つては砥石層に挟在する石炭（天草炭田）の探査

のための鍵層となっていた．上部では泥岩が卓越

し，砂岩中の海緑石の含有も次第に少なくなる．

本層の上位の坂瀬川層は泥岩や泥岩主体の砂岩泥

岩細互層からなり，挟在する砂岩には海緑石が含

まれないことから本層と区別できる．

産出化石：化石層が見られ，Crassatelites nipponen-

sis や Venericardia nipponica，Pholadomya sp. な ど

の二枚貝類が多く産出するほか，腹足類，腕足類

が産出する（高井・佐藤 , 1982; 高井ほか , 1997; 大

塚 , 2011）．

6. 坂瀬川層 Sakasegawa Formation 

模式地：熊本県天草郡苓北町坂瀬川（図 2-8）から

同県天草市五和町鬼池．

定義：長尾（1922b）の坂瀬川頁岩層，長尾（1926d）

の坂瀬川頁岩，波多江（1959a,b），田代（1992），

松下（1949a,b），松下ほか（1959），Miki（1972,1975），

三木・植松（1973），高井・佐藤（1982）および大
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塚（2011）の坂瀬川層，高井・佐藤（1982）の魚貫層・

二江層・鬼池層，高井ほか（1997）の坂瀬川層・

二江層・鬼池層を坂瀬川層として位置づける． 

分布：天草地域においては，下島に広く分布し，

上島西南部にも分布する（図 1）．その他，島原半

島南部（南島原市）に局所的に分布する（浦田 , 

1959; 田島 , 2012）．

層厚：1200 − 1500 m ＋である．

層序関係：天草地域において坂瀬川層は下位の一

町田層と整合関係にある．海緑石に富む砂岩によ

り特徴づけられる一町田層の上位で，泥岩や泥岩

主体の砂岩泥岩細互層からなる部分，砂岩や砂岩

優勢の砂岩泥岩互層からなる部分，泥岩や砂岩泥

岩細互層よりなる部分へと順に変化している（高

井・佐藤 , 1982; 高井ほか , 1997; 大塚 , 2011）．上

位の新第三系〜第四系佐伊津層とは不整合関係に

ある．島原半島においては，下位の地層との関係

は確認できないが，坂瀬川層は上位の口之津層群

の基盤岩となっており，不整合関係にある（田島 , 

2012）．

年代：Okada（1992）によると石灰質ナンノプラン

クトン化石の群集組成から CP13 帯〜 CP15 帯とさ

れる . これは中期始新世から後期始新世に相応す

る .

化石：泥岩を主とする地層からは，二枚貝や腹足

類，腕足類，ウニ類，ウミユリ類，甲殻類，有孔

虫，石灰質ナンノプランクトンなどが報告されて

いる（Murata, 1960; Fukuta, 1962; 高井・佐藤 , 1982; 

Okada, 1992; 高井ほか , 1997; Fujiwara et al., 2005; 

安藤ほか , 2009; Ando et al., 2019; 大塚 , 2011）．また，

サメ類の歯（髙桒ほか , 2020）や骨が極めてまれ

に産出する．

天草古第三系「層群」の新たな認識

1）弥勒層群（Miroku Group）

長尾（1922a）では「彌勒嶽」は次郎丸嶽と太郎

丸嶽を意味する記述になっているが，国土地理院

発行の 5 万分の 1 および 2 万 5 千分の 1 地形図に

その地名は見られない．しかし，これまでの研究

者で慣用的に使われていることに基づき有効であ

る．「弥勒層群」は赤崎層・白岳層・教良木層から

なる．なお，「弥勒層群」には下島における松下

（1949a,b）の深海層・福連木層，波多江（1959a,b, 

1960）の明石岬層，さらに田代・大塚（1979），田

代・野田（1973），田代ほか（1980）の赤崎相当層

および白岳砂岩相当層を含む．これらは宮田（2022）

に基づき白岳層にあたることが明らかになった．

また，長尾（1922a）は「櫨宇土層」を認定し , 長

尾（1923）では「櫨宇土層］は上島の「教良木

層」と同じ可能性があることを示し , さらに長尾

（1926a）では「教良木層」と認定していることから，

同様の層序関係と岩相を呈する「志岐山層」（松下，

1949a,b; 高井・佐藤，1982; 高井ほか，1997）は「教

良木層」に相当すると見なされ，下島における「教

良木層」は弥勒層群に含められる．ここで下島に

おける筆者らによる弥勒層群について以下のよう

にその認識を示す．

これまでしばしば指摘されてきたように上島の

赤崎層，白岳層に対応する層相が，下島では明確

には認められず，そのため深海砂岩（長尾，1922a, 

1926b），深海層・福連木層（松下，1949a,b）など

の認識になっていた．例えば，上島の赤崎層を特

徴づける陸域の堆積物である赤色から青紫色泥岩

や礫を伴う連続性の乏しい砂岩および上島の白岳

層を特徴づける厚層理の砂岩が下島では極めて薄

いか殆ど見られないことなどで混乱が生じていた．

この層相の違いは，同時代における堆積環境が上

島と下島とでは異なっていたことに起因するもの

であって，これらの上位に重なる教良木層は上島

および下島で類似の岩相を呈している。宮田（2022）

の考察に基づき上島で赤崎層が形成されている時

期に下島では堆積はなく，上島の白岳層形成時に

下島での堆積が始まり．その後の教良木層堆積時

には両地域で共通の堆積環境となったことが推察

される．

2）本渡層群（Hondo Group）

本論での論述に基づき，弥勒層群が下位より赤

崎層，白岳層，教良木層からなることが提唱され

たことから，その上位に認定される堆積システム

を考慮して，砥石層，一町田層および坂瀬川層を

「本渡層群」として認識する．なお，砥石層，一町

田層および坂瀬川層は主として下島に分布するが，

上島では天草市志柿地域から下浦地域に砥石層の

分布が知られ，その一部は下浦石として利用され

てきた．三木・鈴川（1980）では有明町から志柿

11



長谷義隆・大塚雅勇・廣瀬浩司・鵜飼宏明・黒須弘美・香取祥人

地域に坂瀬川層としての分布が示されているが ,

教良木層の記載にあるように，本論では教良木層

に認定されている．

おわりに

天草に広く分布する古第三系はこれまでの研究

者らにより詳しく研究されてきており，その結果

として地層の区分や層群としての纏め方に種々な

見解が出されてきた．最近の研究では，地層とし

ての認識は下位から上位に赤崎層，白岳層，教良

木層，砥石層，一町田層および坂瀬川層とするこ

とが定着してきたように思われる．また，最近の

研究でこれまで下島において赤崎層あるいは赤崎

相当層とされたものが白岳層に当たることが示さ

れ（宮田，2022），天草における古第三系の地層構

成が明確になってきた．ただし，現在の地層命名

の指針を考慮すると「砥石層」は用途による命名

であることから，地層名としては適切とは言えな

いがこれまでの慣用に基づきこのまま「砥石層」

を使用する．さらに，「層群」を堆積環境の変遷を

組み入れて認識する立場で，天草の古第三系は下

位より上位へ赤崎層，白岳層，教良木層を「弥勒

層群」，砥石層，一町田層，坂瀬川層を「本渡層群」

とすることを提唱する（表 1）．
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地域に坂瀬川層としての分布が示されているが ,

教良木層の記載にあるように，本論では教良木層

に認定されている．

おわりに

天草に広く分布する古第三系はこれまでの研究

者らにより詳しく研究されてきており，その結果

として地層の区分や層群としての纏め方に種々な

見解が出されてきた．最近の研究では，地層とし

ての認識は下位から上位に赤崎層，白岳層，教良

木層，砥石層，一町田層および坂瀬川層とするこ

とが定着してきたように思われる．また，最近の

研究でこれまで下島において赤崎層あるいは赤崎

相当層とされたものが白岳層に当たることが示さ

れ（宮田，2022），天草における古第三系の地層構

成が明確になってきた．ただし，現在の地層命名

の指針を考慮すると「砥石層」は用途による命名

であることから，地層名としては適切とは言えな

いがこれまでの慣用に基づきこのまま「砥石層」

を使用する．さらに，「層群」を堆積環境の変遷を

組み入れて認識する立場で，天草の古第三系は下

位より上位へ赤崎層，白岳層，教良木層を「弥勒

層群」，砥石層，一町田層，坂瀬川層を「本渡層群」

とすることを提唱する（表 1）．
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